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議
案
第
九
十
一
号
、
一

般
会
計
補
正
予
算

｢

第
四

号｣

は
、
歳
入
歳
出
予
算

総
額
に
四
億
七
千
八
百
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
百
五
十
五
億
八

千
百
万
円
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

歳
出
で
は
、
庁
舎
建
設

基
金
の
二
億
円
、
合
併
振

興
基
金
の
一
億
七
千
百
万

円
、
図
書
館
改
修
工
事
費

負
担
金
の
三
千
三
百
万
円

が
主
な
追
加
と
な
っ
て
い

る
。歳

入
で
は
、
普
通
交
付

税
が
七
億
六
千
六
百
万
円
、

市
債
が
一
億
四
千
四
百
万

円
の
追
加
と
な
り
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
を
四
億

五
千
万
円
減
額
す
る
も
の

で
あ
る
。
普
通
交
付
税
は
、

当
初
予
算
で
は
四
十
九
億

五
千
万
円
を
見
込
ん
で
い

た
が
、
合
併
効
果
と
算
入

費
目
が
本
市
に
有
利
に
働

い
た
た
め
、
総
額
五
十
七

億
千
五
百
万
円
と
な
っ
た
。

議
案
第
九
十
二
号
か
ら

九
十
四
号
ま
で
は
、
公
共

下
水
道
、
老
人
保
健
、
国

民
健
康
保
険
等
、
特
別
会

計
の
補
正
予
算
で
あ
る
。

議
案
第
九
十
五
号
、
香

美
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正
は
、
町
村
合

併
に
よ
り
、｢

退
職
被
保

険
者
及
び
そ
の
扶
養
者
が

相
当
数
以
上
で
あ
る
市
町

村｣

と
な
っ
た
た
め
、
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

の
委
員
に
被
用
者
保
険
等

保
険
者
を
代
表
す
る
委
員

と
し
て
加
え
る
改
正
案
で

あ
る
。

議
案
第
九
十
六
号
、
字

区
域
の
変
更
は
、
土
佐
山

田
町
東
川
地
区
土
地
改
良

事
業
の
結
果
、
土
地
の
形

状
が
変
わ
り
、
従
来
の
筆

界
が
消
滅
し
、
字
の
区
域

が
不
明
確
に
な
っ
た
た
め
、

新
し
く
設
定
す
る
必
要
が

生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
九
十
七
号
、
高

知
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更
か
ら
、
議

案
第
百
五
号
、
香
美
郡
殖

林
組
合
規
約
の
変
更
ま
で

は
、
地
方
自
治
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
規
約
を
変

更
す
る
必
要
が
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。

議
案
第
百
六
号
、
高
知

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
立
は
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
、
県

内
の
全
市
町
村
が
後
期
高

齢
者
医
療
の
運
営
に
関
し
、

広
域
計
画
を
作
成
し
、
広

域
計
画
実
施
の
た
め
に
必

要
な
連
絡
調
整
を
図
り
、

当
該
事
務
の
一
部
を
広
域

に
わ
た
り
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
処
理
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。

議
案
第
百
七
号
と
百
八

号
、
債
権
の
放
棄
は
、
住

宅
新
築
資
金
及
び
、
住
宅

改
修
資
金
に
お
け
る
債
権

の
放
棄
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
債
務
者
の
免
責
決
定
と
、

連
帯
保
証
人
に
対
す
る
債

権
回
収
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
債
権

を
放
棄
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

議
案
第
百
九
号
、
香
美

市
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
は
、
議
会
議
員

の
報
酬
に
つ
い
て
、
先
の

合
併
協
議
会
の
調
整
方
針

の
中
で

｢

議
会
議
員
の
報

酬
額
は
、
現
行
報
酬
額
及

び
同
規
模
の
自
治
体
の
例

を
も
と
に
調
整
す
る｣

と

な
っ
て
お
り
、
在
任
特
例

満
了
後
、
議
員
数
は
二
十

五
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
県
内
の
類
似
団
体
の

報
酬
額
と
比
較
す
る
と
著

し
く
低
い
額
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
十
一
月
二

十
二
日
に
香
美
市
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
を
開
催
し
、

｢

特
別
職
の
報
酬
等
改
定

の
適
否
に
つ
い
て｣

の
諮

問
を
行
っ
た
。

答
申
の
内
容
は
、
県
内

九
市
の
報
酬
額
を
参
考
に

し
、
そ
の
中
で
も
人
口
の

類
似
し
て
い
る
香
南
市
、

土
佐
市
及
び
須
崎
市
の
状

況
を
考
慮
す
る
と
共
に
、

社
会
情
勢
や
本
市
の
財
政

事
情
も
考
え

｢

議
長
三
十

提
案
理
由
の
説
明

�

��
�

12月定例会には､ 市長より専決処分事項の報告が７件､ 議案21件が提案された｡ また､ 議員発議１件､
意見書案５件､ さらに継続審査となっていた17年度決算認定28件が､ それぞれ審議された｡
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報
告
第
26
号

住
宅
使
用
料
の
請
求
に
か
か
る
訴
え
の
和
解

報
告
第
27
号

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
に
か
か
る
訴
え
の
提
起

報
告
第
28
号

慰
謝
料
等
の
請
求
に
か
か
る
調
停
の
和
解

報
告
第
29
号

市
立
美
術
館
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
か
か
る
ガ
ラ
ス
破
損
賠
償
金
の
支
払
い

報
告
第
30
号

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
に
か
か
る
和
解

報
告
第
31
号

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
に
か
か
る
訴
え
の
提
起

報
告
第
32
号

保
育
園
に
お
け
る
園
児
の
メ
ガ
ネ
損
壊
に
対
す
る
賠
償
金
の
支
払

�
�
�

認
定
第
１
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
２
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

認
定
隊
３
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
４
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
５
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
６
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

(

事
業
勘
定)

認
定
第
７
号

平
成
17
年
度
香
美
郡
香
北
地
域
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

認
定
第
８
号

平
成
17
年
度
土
佐
山
田
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算(

保

険
事
業
勘
定)

認
定
第
９
号

平
成
17
年
度
香
北
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
10
号

平
成
17
年
度
香
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
11
号

平
成
17
年
度
香
北
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
12
号

平
成
17
年
度
香
北
町
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
13
号

平
成
17
年
度
香
北
町
下
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
14
号

平
成
17
年
度
香
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
15
号

平
成
17
年
度
物
部
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
16
号

平
成
17
年
度
物
部
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
17
号

平
成
17
年
度
物
部
村
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
18
号

平
成
17
年
度
物
部
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
19
号

平
成
17
年
度
物
部
村
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
20
号

平
成
17
年
度
山
田
消
防
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
23
号

平
成
17
年
度
香
美
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
24
号

平
成
17
年
度
香
美
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

認
定
第
25
号

平
易
17
年
度
香
美
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
26
号

平
成
17
年
度
香
美
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
27
号

平
成
17
年
度
香
美
市
特
別
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

認
定
第
28
号

平
成
17
年
度
香
美
市
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
29
号

平
成
17
年
度
香
美
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算(

事

業
勘
定)

認
定
第
30
号

平
成
17
年
度
香
美
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算(

保
険
事

業
勘
定)

(

以
上
全
員
賛
成
に
て
認
定)

�
�
�

�
�

�
九
万
円
・
副
議
長
三
十
三

万
円
・
常
任
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
長
三
十
一
万

円
・
議
員
二
十
八
万
五
千

円
で
、
増
額
の
改
定
の
実

施
時
期
は
、
平
成
十
九
年

四
月
一
日
か
ら
と
す
る｣

で
あ
っ
た
。

こ
の
答
申
を
基
に
検
討

し
た
結
果
、
こ
の
答
申
を

尊
重
し
、
議
会
議
員
の
報

酬
額
の
改
定
の
提
案
を
す

る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
百
十
号
、
香
美

市
合
併
振
興
基
金
条
例
の

制
定
は
、
合
併
に
よ
り
誕

生
し
た
香
美
市
に
お
い
て
、

市
民
の
一
体
感
の
醸
成
と

地
域
振
興
に
資
す
る
事
業

の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

基
金
積
み
立
て
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

議
案
第
百
十
一
号
、
一

般
会
計
補
正
予
算｢

五
号｣

は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
千
百
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
五

十
五
億
九
千
二
百
万
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
市
営

住
宅
の
韮
生
野｢

香
北
裕
・

Ｙ
Ｏ
Ｕ｣

第
二
団
地
の
火

災
復
旧
工
事
の
追
加
等
に

よ
り
変
更
が
生
じ
た
も
の

で
あ
る
。

◯
香
美
市
議
会
議
員
の
定

数

｢

二
十
五
人｣

を

｢

二
十
二
人｣

に
改
め

る
。

◯
こ
の
条
例
は
、
次
の
一

般
選
挙
か
ら
施
行
す
る
。

趣
旨
理
由
と
し
て
は
、

地
方
の
財
政
状
況
が
逼

迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

行
財
政
改
革
の
推
進
の

一
環
と
し
て
人
件
費
を

節
減
す
る
た
め
に
定
数

の
削
減
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

香
美
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正 復旧工事の現場

議員報酬比較表

※報酬額はすべて月額で掲載しています｡
※各市の報酬額は平成19年１月末の状況です｡ １月末現在で特例等により本来の報酬
額とは異なる金額を支給している場合は､ その特例期間中の金額を記入しています｡

議議
員員
発発
議議

南国市 土佐市 須崎市 四万十市 香南市 香美市

議 員 定 数 22人 20人 20人 26人 26人 25人

議 長
報 酬 額

450,000円 385,000円 356,000円 399,950円 399,000円 303,000円

副 議 長
報 酬 額

410,000円 345,000円 304,000円 340,100円 350,000円 231,000円

常任委員長
報 酬 額

390,000円 330,000円 294,000円 325,850円 310,000円 215,000円

議 員
報 酬 額

320,000円 320,000円 285,000円 316,350円 290,000円 207,000円
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議
案
第
91
号

平
成
18
年
度
香
美
市
一
般
会
計
補
正
予
算｢

第
４
号｣

議
案
第
92
号

平
成
18
年
度
香
美
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算｢

第
３

号｣

議
案
第
93
号

平
成
18
年
度
香
美
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算｢

第
１
号｣

議
案
第
94
号

平
成
18
年
度
香
美
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算｢

第
２
号｣

(

事
業
勘
定)

議
案
第
95
号

香
美
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

議
案
第
96
号

字
区
域
の
変
更

議
案
第
97
号

高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

議
案
第
98
号

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

議
案
第
99
号

高
知
中
央
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更

議
案
第
100
号

香
南
清
掃
組
合
規
約
の
変
更

議
案
第
101
号

香
南
香
美
衛
生
組
合
規
約
の
変
更

議
案
第
102
号

香
南
斎
場
組
合
規
約
の
変
更

議
案
第
103
号

高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更

議
案
第
104
号

香
南
香
美
老
人
ホ
ー
ム
組
合
規
約
の
変
更

議
案
第
105
号

香
美
郡
殖
林
組
合
規
約
の
一
部
変
更

(

以
上
全
員
賛
成
に
て
可
決)

議
案
第
106
号

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立(

賛
成
多
数
に
て
可
決)

議
案
第
107
号

債
権
の
放
棄

議
案
第
108
号

債
権
の
放
棄

(

以
上
全
員
賛
成
に
て
可
決)

議
案
第
109
号

香
美
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

(

賛
成
多
数
に
て
可
決)

議
案
第
110
号

香
美
市
合
併
振
興
基
金
条
例
の
制
定

議
案
第
111
号

平
成
18
年
度
香
美
市
一
般
会
計
補
正
予
算｢

第
５
号｣

(

以
上
全
員
賛
成
に
て
可
決)

�
�
�

発
議
第
７
号

香
美
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

(

賛
成
多
数
に
て
議
決)

�
�
�
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意
見
書
案
第
16
号

森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業
政
策
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

(

全
員
賛
成
に
て
採
択)

意
見
書
案
第
18
号

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書
の

提
出

意
見
書
案
第
19
号

庶
民
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
税
制
改
正
を
行
う
よ
う
求
め
る
意

見
書
の
提
出

(

以
上
賛
成
少
数
に
て
不
採
択)

意
見
書
案
第
20
号

新
医
師
研
修
制
度
の
見
直
し
を
図
り
、
地
方
に
お
け
る
地
域
医

療
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

(

全
員
賛
成
に
て
採
択)

意
見
書
案
第
21
号

医
師
不
足
を
解
消
し
、
地
域
医
療
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出

(

賛
成
少
数
に
て
不
採
択)

閉
会
中
の
所
管
事
務
の
調
査
に
つ
い
て

新医師研修制度の見直しを図り､ 地方における
地域医療の確保を求める意見書

地方における医師の都市部集中は拡大し､ 周辺部の医師不足は

深刻であり､ その解決は緊急を要します｡

これは､ 2004年度に新医師研修制度が開始されて以降､ 大学医

局の医師不足による医師引き揚げが大きな要因となっています｡

これまで､ 地方の中小の病院や自治体病院は､ 大学医局による

医師派遣により医師の大半を確保してきました｡ ところが､ 新制

度の下､ 研修医の自由意志により研修先を選択することになり､

都市志向､ 大病院志向が大きく広がり､ 地方の大学医局に研修医

がこれまでのように残らなくなりました｡ さらに､ 同時に行われ

た国立大学の独立法人化が､ 大学を採算重視に向かわせ､ 中堅医

師の引き揚げに拍車がかかりました｡

この事は地方に住むものにとっては健康と生命の維持確保につ

いて重大な影響があります｡

よって､ 衆・参両議院及び政府におかれては､ 医師の都市部集

中の解消と､ 大学による医師の引き揚げを防止し地域医療を確保

するため新医師研修制度の抜本的な見直しを強く要望します｡

以上､ 地方自治法第99条の規定により､ 意見書を提出します｡

平成18年12月19日

高知県香美市議会議長 中澤 愛水

衆 議 院 議 長 河野 洋平 殿

参 議 院 議 長 扇 千景 殿

内 閣 総 理 大 臣 安倍 晋三 殿

総 務 大 臣 菅 義偉 殿

法 務 大 臣 長勢 甚遠 殿

財 務 大 臣 尾身 幸次 殿

文 部 科 学 大 臣 伊吹 文明 殿

厚 生 労 働 大 臣 柳沢 伯夫 殿

内 閣 官 房 長 官 塩崎 恭久 殿
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